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本
町
の
国
民
保
護

計
画
に
お
い
て
、
核

ミ
サ
イ
ル
が
着
弾
し
た
場
合

の
影
響
を
想
定
し
て
い
る

か
。

具
体
的
な
影
響
に

つ
い
て
、
想
定
し
て

い
な
い
が
、
国
や
県
の
要
請

の
も
と
、
適
切
な
措
置
を
講

じ
て
い
く
。ミ
サ
イ
ル
発
射
等

に
よ
り
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

が
発
出
さ
れ
た
際
の
避
難
施

設
と
避
難
行
動
は
。

有
事
に
お
け
る
避

難
施
設
は

�箇
所

(内
３
箇
所
は
地
下
道
)。
避

難
行
動
は
、
屋
内
で
待
機
す

る
事
と
し
て
い
る
。

避
難
行
動

を
、
町
民
に

ど
の
よ
う
に
周
知
し

て
い
く
か
。

避
難
行
動
に
つ
い

て
は
、
町
Ｈ
Ｐ
、
広

報
養
老

�月
号
に
て
周
知
し

て
い
る
が
、
再
度
周
知
に
努

め
る
。
情
報
伝
達
手
段
と
な

る
防
災
行
政
無
線
の
整
備

は
、
令
和
３
年
度
に
完
了
し
、

難
聴
地
域
の
改
善
に
着
手
し

て
い
る
。
メ
ー
ル
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

・
防
災
ア
プ
リ
に
よ
る
配
信

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
強
化
す

る
た
め
、
防
災
訓
練
に
お
け

る
登
録
依
頼
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
周
知
を
継
続
し

て
い
く
。
ま
た
、
今
後
は
、

国
や
県
の
指
導
の
も
と
、
ミ

サ
イ
ル
発
射
等
を
想
定
し
た

訓
練
の
実
施
を
進
め
て
い

く
。

北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
相
次
い
で
い
る
。
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
有
事
に
お
け
る
、
当
町
の
避
難
施
設
、
避
難

方
法
、
情
報
の
周
知
に
つ
い
て
を
問
う
。

清華苑の今後の運営方針は

業務改善に取り組む

町
長

葬
儀
の
形
式
も
、

新
し
い
生
活
様
式
と

共
に
変
化
し
、
清
華
苑
の
利

点
が
、
町
民
に
と
っ
て
一
番

の
利
点
と
な
ら
な
く
な
っ
て

き
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
上

昇
に
よ
る
光
熱
費
の
増
加
も

あ
り
、
斎
場
運
営
が
今
ま
で

の
延
長
線
で
考
え
ら
れ
な
い

難
し
さ
が
あ
る
。
今
後
、
町

民
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
取

り
組
み
は
。平
成

�年
度
は
、

火
葬
が
３
８
９
件
に

対
し
、
斎
場
利
用
が
１
８
１

件
。
令
和
３
年
度
は
、
火
葬

が
３
９
９
件
に
対
し
、
斎
場

利
用
が
１
２
２
件
。
利
用
率

は

�％
と
な
っ
た
。
近
隣
他

市
町
と
の
均
衡
を
図
り
つ

つ
、
施
設
使
用
料
の
見
直
し

や
施
設
の
利
用
体
系
の
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
。
本
年

度
は
、
東
館
の
内
装
改
修
工

事
、
空
調
機
器
改
修
工
事
を

実
施
し
た
。
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
業
務
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

問答

弾道ミサイル落下時の行動について

生
活
様
式
の
変
化
も
加
わ
り
、
斎
場
清
華
苑
の
利
用
率
が

減
少
し
て
い
る
。
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
少
し
で
も
改
善
す
る

よ
う
な
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
問
う
。

問答問

答

有事の際の当町の対応を問う

再度周知啓発に努めていく

町
長

◆清水由美子 議員

改修された清華苑の待合室

臨
時
会
・
定
例
会

委
員
会
報
告

審
議
結
果

議
員
定
数

一
般
質
問

交
流
会
報
告

子
ど
も
議
会
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五三川の改修工事は

早期の事業完成に努める

町
長

五
三
川
の
改
修
工

事
は
、
国
土
強
靱
化

計
画
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
計
画
は
。

ま
た
、
大
代
・
釜
段
地
内
で

石
積
み
護
岸
の
破
損
が
見
受

け
ら
れ
る
が
改
修
計
画
は
。

令
和
３
年
か
ら
令

和
７
年
に
国
の
交
付

金
を
活
用
し
た
改
修
計
画
が

県
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。
大
代
地
内
の
破
損
箇
所

に
つ
い
て
は
県
に
お
い
て
地

質
調
査
及
び
詳
細
設
計
が
完

了
し
て
お
り
、
工
事
は
本
年

度
よ
り
２
箇
年
を
要
す
る
と

し
て
、
現
在
、
工
事
発
注
の

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

五
三
排
水
路
の
破

損
が
見
受
け
ら
れ
る

が
管
理
と
改
修
は
。

五
三
排
水
路
の
改

修
は
県
農
林
事
務
所

と
相
談
を
行
い
、
地
元
土
地

改
良
区
と
協
議
し
て
い
く
。

五
三
川
の
護
岸
整

備
が
完
了
す
る
と
釣

り
客
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。

周
辺
の
環
境
保
全
は
。

環
境
保
全
は
養
老

郡
漁
協
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
の
協
力
で
進
め

て
い
る
。
ト
イ
レ
の
設
置
は

今
後
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

五
三
川
は
、
細
池
を
起
点
と
し
て
、
小
坪
地
内
の
津
屋
川

へ
合
流
す
る
県
管
理
の
一
級
河
川
で
、
最
近
は
、
全
国
で
も

有
数
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
の
漁
場
で
あ
る
。

福
祉
作
業
所
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利

用
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
退
所
基
準
は
。
ま
た
、

退
所
後
の
移
行
へ
の
対
応

は
。

福
祉
作
業
所
は
町

が
社
会
福
祉
協
議
会

へ
委
託
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

営
し
て
い
る
。
退
所
は
、
利

用
料
の
滞
納
、
長
期
入
院
し

た
場
合
。
退
所
後
の
対
応
は

他
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
や
介
護
保
険
へ
の
移

行
で
き
る
よ
う
、
相
談
支
援

機
能
を
強
化
し
て
い
く
。

親
・
保
護
者
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

行
政
へ
の
書
類
等
の
申
請
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
の
対
応

は
。

令
和
３
年
度
よ
り
、

町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
相
談
支
援
機
能
の
強
化
を

目
的
と
し
て
事
務
委
託
し
て

い
る
。
成
年
後
見
制
度
も
利

用
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

作
業
所
利
用
者
の

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

予
約
の
簡
素
化
は
。

電
話
以
外
に
ウ
ェ

ブ
予
約
も
導
入
し
て

い
る
が
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
検

討
委
員
会
等
で
議
論
し
て
い

く
。

福
祉
作
業
所
及
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
の
高
齢
化

が
進
み
、
親
も
高
齢
化
し
て
い
る
。
親
亡
き
後
の
安
心
で
き

る
生
活
の
場
が
願
わ
れ
て
い
る
。

障がい者施策は

相談支援体制を整備していく

町
長

答 問 答 問

答 問

◆松永 民夫 議員

問

問 答答

五三川の改修された護岸

養老福祉作業所

答 問

定
例
会

臨
時
会
・
定
例
会

委
員
会
報
告

審
議
結
果

議
員
定
数

一
般
質
問

交
流
会
報
告

子
ど
も
議
会
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